
道路照明点検

非破壊検査

春日部市

　令和8年度 委 託 仕 様 書 市　単

委 託 名 道路小規模附属物（道路照明）点検業務委託

委 託 場 所 春日部市全域

路河川名称

事 業 名

業 務 大 要

N=150基

N=60基





変 更 理 由

備    考

( 0001 ) 県南地　　区 労務費補正 機械経費(賃料)補正1.02 1.00

( R0809 ) 令和08年09月単価適用年月

工    期

変    更

当    初
自

日 数

至

至

令和08年09月経費適用年月

道路維持工事主たる工種

市街地（ＤＩＤ補正）（1）-1施 工 地 域

設　　計
消費税相当額

合計

当　初　金　額 変　更　金　額

工事価格

請　　負
消費税相当額

合計

請負増減額

工事価格

週休2日区分 閉所型　完全週休２日（土日）

春日部市



本　工　事　費　内　訳　書

摘    要金    額単　価単  位数    量 工事区分　工種　種別　細別・規格

1    

道路維持･修繕

式

1    

_ 道路維持

式

1    

_ _ 道路照明施設点検

式

1    

_ _ _ 計画・準備

式

1    

_ _ _ _ 計画・準備

式

第1号一位代価表               

1    

_ _ _ 点検

式

1    

_ _ _ _ 点検計画・準備

式

第2号一位代価表               

1    

_ _ _ _ 調査・解析

式

第3号一位代価表               

1    

_ _ _ _ 資料作成

式

第4号一位代価表               

1    

_ _ _ 非破壊検査

式

1    

_ _ _ _ 非破壊検査

式

第5号一位代価表               

春日部市



本　工　事　費　内　訳　書

摘    要金    額単　価単  位数    量 工事区分　工種　種別　細別・規格

1    

_ 直接工事費

式

1    

_ _ 共通仮設費計

式

1    

_ _ _ 共通仮設費（率分）

式

1    

_ 純工事費

式

1    

_ _ 現場管理費

式

1    

_ 工事原価計

式

1    

_ _ 一般管理費等

式

1    

工事価格

式

1    

_ 消費税相当額

式

1    

工事費合計

式

建設技能労働者や交通誘導員等の現場労働者にかかる経費として、労務費のほか各種経費（法定福利費の事業者負
担額、労務管理費、安全訓練等に要する費用等）が必要であり、本積算ではこれらを現場管理費等の一部として率
計上している。

春日部市



使用機械の機種・規格及び施工方法は特記仕様書等で定めのある場合を除き、受注者の責任において任意で定め施
工すること。ただし、使用機械は、排出ガス対策、低騒音・低振動型建設機械を原則とし、機種や規格について
は、施工計画書等に明記すること。

春日部市



経   費   根   拠   書

項      目 内            訳 率 / 金額

◆経費計算情報

  経費適用年月 令和08年09月

  主たる工種 道路維持工事

  施工地域 市街地（ＤＩＤ補正）（1）-1

  除雪工事補正 補正なし

  前払金支出割合 前払金の保証なし

  契約保証の方法 補正なし

  工場管理･間接労務 計上しない

  技術者間接費 計上しない

  機器管理費 計上しない

  間接工事費率補正（任
意乗算補正）

    共通仮設費率補正 1.02

    現場管理費率補正 1.03

春日部市



式
計画・準備

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単  位数　量 単　価 金　　額 摘　　要

第1号一位代価表

人

土木一般世話役

人

普通作業員

式合　計

式
点検計画・準備

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単  位数　量 単　価 金　　額 摘　　要

第2号一位代価表

基

点検・計画準備
第1号特殊施工

150    

式合　計

式
調査・解析

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単  位数　量 単　価 金　　額 摘　　要

第3号一位代価表

基

調査・解析
第2号特殊施工

150    

式合　計

春日部市



式
資料作成

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単  位数　量 単　価 金　　額 摘　　要

第4号一位代価表

基

資料作成
第3号特殊施工

150    

式合　計

式
非破壊検査

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単  位数　量 単　価 金　　額 摘　　要

第5号一位代価表

基

非破壊検査
第7号特殊施工

60    

式合　計

春日部市



基

第

 10.000 当り

名　称　/　規　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　要

0001
PJ0010

点検・計画準備号 一位代価表(特殊施工単価)

土木一般世話役
人

普通作業員
人

合　計
当り1 基

基

第

 10.000 当り

名　称　/　規　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　要

0002
PJ0020

調査・解析号 一位代価表(特殊施工単価)

土木一般世話役
人

普通作業員
人

特殊作業員
人

高所作業車(リフト車)作業床高12～13m

[自走式(ホイール)･ブーム型]
日

軽油
L

10    

点検ステッカー設置

材工共
枚

合　計
当り1 基

春日部市



基

第

 10.000 当り

名　称　/　規　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　要

0003
PJ0030

資料作成号 一位代価表(特殊施工単価)

土木一般世話役
人

普通作業員
人

合　計
当り1 基

基

第

 1.000 当り

名　称　/　規　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　要

0007
PJ0070

非破壊検査号 一位代価表(特殊施工単価)

1    

非破壊検査

コローンジョンドクター
基

合　計
当り1 基

春日部市



道路小規模附属物（道路照明）点検業務委託  

特 　 記 　 仕 　 様 　 書 

 
第 1 条（適用の範囲） 

本仕様書は、春日部市業務委託標準契約約款、埼玉県土木設計業務共通仕様書に準ずるも

ののほか、春日部市（以下「発注者」という。）が発注する「道路小規模附属物（道路照明）点検業

務委託」（以下「本業務」という。）において受注者が遵守すべき事項を定めたものである。 

 

第 2 条（業務の目的） 

本業務は、春日部市が管理する道路施設（標識、照明施設等）の現状を把握し、異常又は損

傷などの変状を早期に発見し、対策の要否の判定を行い、第三者被害の恐れのある事故を防止

し、安全で円滑な道路交通の確保に必要な点検を実施するとともに、今後の効率的な維持管理

を図るために必要な基礎情報を得ることを目的とする。 

なお、道路照明施設の電気設備や機能についての点検は本業務の対象外とする。 
 

第 3 条（準拠法令等） 

本業務は、以下の関係法令等に準拠して実施するものとする。 

1. 道路法 

2. 小規模附属物点検要領 

（平成 29 年 3 月　国土交通省道路局） 

3. 附属物（標識、照明施設等）点検要領 

（令和 6 年 9 月　国土交通省道路局　国道・技術課） 

4. 地方自治法および同法施行令ならび同法施行規則 

5. 春日部市個人情報保護条例 

6. 春日部市契約規則 

7. その他関係法令等 

 

第 4 条（対象施設） 

本業務は、春日部市が管理する道路照明施設（柱を有する）を対象とし、電柱等に共架されて

いるものや地下道内に設置されている照明施設は含まないものとする。 

 

第 5 条（業務の内容） 

本業務の内容は以下のとおりとする。なお、業務を円滑に遂行するため、各項目において必

要に応じ、打合せ協議を行うものとし、受注者はその都度協議記録を作成すること。 

 

 

 



（１）計画・準備 

業務の目的等を十分把握し、設計図書に示す内容を確認したうえで、業務に必要となる計

画を作成する。なお、点検に関する計画・準備については（２）の項目に含まれるものとする。 

 

（２）調査・解析 

業務を実施するために必要となる資料を収集し、現地の状況を十分に踏まえ必要情報を整

理する。なお、発注図書から現地の道路照明施設が特定できない場合や図書にない道路照

明施設が存する場合には、発注者と協議を行い、管理者を特定したうえで道路照明施設の追

加・修正、または削除を行うこととする。 

点検方法については小規模附属物点検要領（平成 29 年 3 月　国土交通省道路局）に基づ

き実施すること。なお、地際部に土等が覆いかぶさっている場合は除去し、必ず路面境界部を

目視確認できるようにすること。また、支柱基部は必要に応じて板厚調査を行い、残存板厚を

把握し、支柱基部以外の点検箇所は必要に応じて触診や打音等の非破壊検査を併用して行

うこと。 

鋼製支柱の地際部（路面境界部および、基礎内部の根入れ部）の非破壊検査には、超音

波地際腐食検査等（参考技術　技術超音波地際腐食検査技術「コロージョンドクター」　NETIS

登録番号 KT-150121-VG）を用いるものとする。 

ボルト部においてボルト・ナットに合いマークが設置されていない場合には、点検と併せて合

いマークを原則設置するものとする。 

緊急対応が必要と判断される損傷等を発見した場合には、直ちに発注者に報告し、発注者

の指示のもと可能な限りの応急措置を行なうものとする。 

 

（３）資料作成 

１）点検表（施設諸元）（様式‐1） 

基本情報として、路線名等の情報、支柱形式等の情報を記載し、点検を実施した施設の位置

を特定するため付図、写真等により示すものとする。 

２）点検表（点検結果表）（様式‐2） 

点検結果は、各点検対象部位に対して実施した点検結果を判定区分に基づき判定した結果

を記録するものとする。 

３）点検表（損傷記録票）（様式‐3） 

部材の健全性の診断において、点検箇所別の変化の種類に対する判定区分が、1 つでもⅡ

～Ⅳと判断された部材ごとに「損傷記録票」を作成するものとする。 

４）点検表（板厚調査結果記録票）（様式‐4）※必要に応じて 

板厚調査を実施した附属物に対して実施した点検結果を判定区分に基づき判定した結果を

記録する。 

 

第 6 条（疑義） 

本仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、発注者と受注者との協議のうえ定める

ものとする。 



第 7 条（配置技術者に関する事項） 

本業務の配置技術者に関する資格要件は、以下のとおりとする。 

1. 道路標識点検診断士 

配置技術者は本委託業務の公告日現在、直接的な雇用関係にあることを必要とする。なお、

確認資料として、健康保険証等の写しを必要とする。 

 
第 8 条（官公庁の手続） 

本業務実施のため必要な関係官公庁その他に対する諸手続きは、受注者において迅速に処

理しなければならない。 
 

第 9 条（土地の立入） 

受注者は、他人の占有する土地に立入る必要がある場合は、あらかじめ当該土地の所有者又

は占有者に了解を得るとともに、紛争が起こらないよう充分注意しなければならない。 
 

第 10 条（土地の使用等） 

受注者は、樹木等の伐採又は他人の土地若しくは工作物を一時使用するときは、あらかじめ

所有者又は占有者の承諾を得て行なうものとする。 
 

第 11 条（損害賠償） 

受注者は、本業務実施中に第三者より受け又は与えた損害については、受注者の責任にお

いて処理し、これらにかかる費用はすべて受注者が負担するものとする。 
 
第 12 条（秘密の保持） 

受注者は、本業務遂行中に知り得た事項及び内容全般について、発注者の許可なく他に漏ら

してはならない。 
 

第 13 条（完了） 

受注者は、業務完了届とともに成果品を提出し完了検査を受けるものとし、修正の指示があっ

た場合は速やかに修正を行い、再検査の合格をもって完了とする。 
 

第 14 条（かし等） 

受注者は、本業務完了後といえども受注者のかし等に起因する不良な箇所が発見された場合

は、速やかに発注者の必要と認める修正その他必要な作業を受注者の負担において行うものと

する。 
 

第 15 条（成果品の帰属） 

本業務における発注者に帰属する成果については発注者の承認を受けずに複製や他に公表、

貸与してはならない。 
 



第 16 条（貸与資料） 

本業務の実施にあたり、発注者は、受注者に必要な資料の貸与を行うものとする。 
受注者は、責任をもってこれを管理し、その状況を記録した帳簿を備え、汚損が無いよう取扱

いに万全の注意を払うものとする。 
1. 道路現況平面図  1 式 

2. 道路台帳図  1 式 

3. 道路台帳調書  1 式 

4. 道路網図  1 式 

5. 道路標識管理台帳  1 式 

6. その他関連資料（発注者受注者協議のうえ決定する）  1 式 

 

第 17 条（納期及び納入場所） 

本業務の納期及び納入場所は以下のとおりとする。 

納　　　期  令和 ９年２月２6 日（予定） 

納入場所 春日部市建設部道路管理課 

 

第 18 条　（成果品） 

本業務の納入成果品は、以下の通りとする。 

1. 点検結果概要　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1 式 

2. 道路附属物点検調書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1 式 

3. 道路附属物詳細点検調書（必要に応じて）   1 式 

4. 調査報告書（A4 版・簡易製本）    1 式 

5. 上記電子データ（Word 形式・Excel 形式・PDF 形式）  1 式 

6. その他必要資料      1 式 























（様式-１）

種別 管理者 管理番号

■位置情報

道路種別 路線名 上・下別

所在地 距離標(km)

緯度 経度 備考

■構造情報

支柱形式
表面処理
形式

支柱基部
リブ形状

路面境界部
の状況

標識設置枚数
及び標識番号

標識板の
取付形式

ゆるみ止め
対策の有無 合いマーク

柱基部排水性
向上対策 設置年月

■設置環境情報

設置環境
海岸から
の距離

融雪剤
散布区間

風規制
実施区間

防雪対策
実施区間

センサス年度
センサス
区間番号

交通量

道路幅員
(ｍ)

歩道幅員
(ｍ)

緊急輸送道路
指定の有無

通学路指定
の有無

■点検情報

点検種別 点検方法 点検年月日
前回

点検年月日

点検員
(所属・氏名) 備考

更新履歴 前回設置年月

注１：緯度・経度については、世界測地系で10進法（度単位）、小数点以下5桁まで記入する。
注２：距離標、センサス（年度、区間、交通量）については、ある場合に記入する。

点検表（施設諸元）

基礎形式

灯具種類

標識板の落下
防止対策

制振装置
の有無

備考

台/24h



（様式-２）

種別 管理者

■点検結果

点検箇所 記号
点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

点
検
時

措
置
後

支柱本体 Pph 　 　 　

支柱継手部 Ppj 　

支柱分岐部 Ppd

支柱内部 Ppi

リブ・取付溶接部 Pbr

柱・ベースプレート溶接部 Pbp

ベースプレート取付部 Pbb

路面境界部
（GL-0）

Pgl-0

路面境界部
（GL-40）

Pgl-40

柱・基礎境界部 Ppb

電気設備用開口部 Phh

開口部ボルト Phb 　

横梁本体 Cbh

横梁取付部 Cbi

横梁トラス本体 Cth

横梁仕口溶接部 Cbw

横梁トラス溶接部 Ctw 　

横梁継手部 Cbj

標識板（添架含む）

標識板取付部

道路情報板

道路情報板取付部

灯具

灯具取付部

基礎コンクリート部 基礎コンクリート部 Bbc

アンカーボルト・ナット アンカーボルト・ナット Bab

ブラケット本体 ブラケット本体 Brh

ブラケット取付部 ブラケット取付部 Bri 　

バンド部（共架型） Xbn 　

配線部分 Xwi

管理用の足場・作業台 －

■所見（その他特記事項）

■点検予定

点検表（点検結果票）

 管理番号

損傷程度の評価
変状の種類

鋼部材 コンクリート部材 共通

き裂
ゆるみ
・脱落

破断 腐食
変形
・欠損

ひびわれ
うき

・剥離
滞水 その他

部材等

点検ができなかった部位 点検予定時期

点検ができなかった理由 点検実施方法

※１：少なくとも門型式の道路標識及び道路情報提供装置の初期点検及び定期点検では部材単位の健全性の診断を行う。
※２：門型標識等の初期点検及び定期点検では、施設毎に施設単位で総合的な健全性の診断を行う。
※３：部材の健全性の診断欄のハッチ（濃いグレー）部は、通常では存在しない点検箇所と変状の種類の組み合わせである。
※４：点検表は、各道路管理者の判断により、大型の道路標識及び道路情報提供装置以外についても定期点検を実施する場合を想定し、共通様式として使用できるよう作成したもので
　　ある。

部材及び点検箇所

対象
有無

点検
状況

対策
の

要否

部材の
健全性の

診断

支柱本体

支柱基部

その他

横
梁

横梁本体

溶接部・継手部

標
識
板
等

標識板

Srs

道路情報板

その他（灯具等） Sli

基
礎

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

そ
の
他

その他

施設の
健全性の

診断

支
柱



（様式-３）

種別 管理者 管理番号

■損傷程度の評価および措置（応急含む）

部材名称

き裂 ゆるみ・脱落 破断 腐食 変形・欠損 ひびわれ うき・剥離 滞水 その他

理由

予定時期

予定内容

※点検箇所毎につき、なるべく１枚で作成（門型標識等については、変状の種類に対する判定区分が、１つでもⅡ～Ⅳと判定された部材毎に作成する）。

点検表（損傷記録票）

 

変状の種類

鋼部材 コンクリート部材 共通

点検時評価

措置後評価

実施内容

損
傷
程
度
の
評
価

部材判定

措
置

（
応
急
含
む

）

未
実
施

特記事項



（様式-４）

種別 管理者

■板厚調査結果

部材 調査箇所 記号 測定位置 番号 1回目 2回目
最小厚
t(mm)

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

左 5

右 6

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

0° 1

90° 2

180° 3

270° 4

※測定位置については、円周方向４箇所以上とし、腐食状況等に応じて測定箇所を増やすなど適切に状態を把握できるよう考慮すること。
※標準的な測定位置については、付録－３を参照。

点検表（板厚調査結果記録票）

  管理番号

調査部位 測定厚 管理
板厚

tC(mm)

限界
板厚

tL(mm)

損傷程度
の評価

支柱本体 Pph

電気設備用開口部 Phh

柱・ベースプレート溶接部 Pbp

路面境界部
(GL-40)

Pgl-40

柱・基礎境界部 Ppb

横梁本体

横梁・ベースプレート溶接部

横梁仕口溶接部 Cbw

支
柱

横
梁

Cbh


